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深
江
文
化
村
ゆ
か
り
の

　
音
楽
家
の
演
奏
記
録
に
つ
い
て

研
究
員　

有　

吉　

康　

徳

「
生
活
文
化
史
」
五
一
号
で
は
、「
深
江
在
住
音
楽
家
の
演
奏
記
録
に
つ

い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
三
六
年
六
月
十
四
日
に
大
阪
朝
日
会
館
で

行
わ
れ
た
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
以
下

「
一
九
三
六
年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
と
い
う
）
を
紹
介
し
た
。
こ
の
た
び
、

一
九
三
六
年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
芦
屋
市
に
お
住
い
の
田
中

千
尋
さ
ん
か
ら
、
新
た
に
深
江
文
化
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
の
演
奏
会

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
料
を
、
二
点
寄
贈
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
紹
介
す
る
。

一
点
目
は
一
九
三
一
年
十
二
月
四
日
に
京
都
公
会

堂
で
行
わ
れ
た
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
二
十
一
回
交

響
管
弦
楽
定
期
大
演
奏
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

指
揮
者
は
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
だ
っ
た
。
メ
ッ

テ
ル
の
略
歴
に
つ
い
て
は
「
生
活
文
化
史
」
五
一
号

に
お
い
て
紹
介
し
て
い
る
た
め
割
愛
す
る
が
、

一
九
三
三
年
版
の
『
音
楽
年
鑑
』
に
お
い
て
、
メ
ッ
テ
ル
の
居
住
地
は
「
中

山
手
通
二
の
三
六
の
七
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
演
奏
時

は
ま
だ
深
江
文
化
村
に
居
住
し
て
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
後
に
指

揮
者
と
し
て
名
を
成
す
朝
比
奈
隆
が
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
し
て
出
演
し
て
い

る
。
朝
比
奈
は
前
回
紹
介
し
た
一
九
三
六
年
の
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
定

期
演
奏
会
で
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
出
演
し
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
曲
目
だ
け
で
な
く
、
曲
目
の
解
説
、
エ
ッ

セ
イ
等
、
様
々
な
こ
と
が
二
〇
ペ
ー
ジ
以
上
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い

図１　京大オーケストラの
　　　第 21回定期演奏会パンフレット

図２　出演者一覧朝比奈隆も出演
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る
が
、
こ
の
う
ち
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
一
九
三
一
年
の
十
一
月
二
日
か

ら
十
二
月
二
日
ま
で
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
「
ジ
ン
タ
の
日
記
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
が
興
味
深
か
っ
た
こ
と
か
ら
一
部
抜
粋
す
る
。

十
一
月
二
日
（
月
）
第
二
十
一
回
定
期
演
奏
會
を
公
會
堂
で
開
く
。

満
員
の
盛
況
な
り
。
會
後
四
條
八
百
政
に
て
慰
労
會
を
催
す
。
席
上
、

親
爺
（
メ
ッ
テ
ル
の
こ
と
）
に
「
何
か
一
つ
」
と
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー

チ
を
求
め
む
れ
ば
、
曰
く
「
わ
た
し
怒
る
事
よ
り
ほ
か
何
も
知
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
あ
り
ま
す
。
皮
肉
」
と
。
蓋
し
、
遜
辞
な
り
と
雖
も
、

又
至
言
な
ら
ん
か
。

メ
ッ
テ
ル
自
身
も
厳
し
い
指
導
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
方
、

学
生
た
ち
は
メ
ッ
テ
ル
を
「
親
爺
」
と
呼
び
、
敬
愛
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
記
載
で
あ
る
。

二
点
目
は
一
九
三
四
年
六
月
一
日
に
大
阪
の
朝
日
会
館
で
開
催
さ
れ
た

ト
リ
オ
ア
ー
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
は
荒
木
和
子
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
、
チ
ェ
ロ
は
一
柳
信

二
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
は
一
八
八
五
年
に
現
在
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
オ
デ
ー
サ
に
生
ま
れ
た
。
ロ
ス
ト
フ
の
音
楽
学
校
と
モ
ス
ク
ワ

音
楽
院
を
卒
業
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ

る
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
来
日
し
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
と

り
、
一
九
五
三
年
に
日
本
で
亡
く
な
っ
た
。
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
は
、
深
江

の
文
化
ハ
ウ
ス
を
た
び
た
び
訪
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ル
ー
チ
ン
の
異

父
弟
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
。
拠
点
は
東
京
で
あ
っ
た
が
、
ル
ー
チ
ン
が
住

ん
だ
神
戸
に
も
足
を
運
び
、
深
江
文
化
ハ
ウ
ス
の
前
で
弟
子
の
諏
訪
根
自

子
や
宮
本
政
雄
と
一
緒
に
撮
影
し
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ア
ノ
の
荒
木
和
子
は
一
九
一
一
年
生
ま
れ
で
、
一
九
二
九
年
に
ド
イ

ツ
に
留
学
し
、
一
九
三
三
年
に
帰
国
後
、
関
西
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
た
。
戦
後
は
国
立
音
楽
大
学
や
熊
本
音
楽
短
期
大
学
の
教

授
を
務
め
た
。
兄
弟
の
荒
木
元
秋
は
、
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
の
指
導

す
る
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し
て
お
り
、
昨
年
寄
贈
い
た
だ
い
た

一
九
三
六
年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
第
二
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
者

の
中
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

チ
ェ
ロ
の
一
柳
信
二
氏
は
、
一
九
〇
二
年
生
ま
れ
で
、
神
戸
二
中
を
卒

業
後
パ
リ
に
留
学
し
て
い
た
。
一
九
三
三
年
版
の
『
音
楽
年
鑑
』
で
は
住

吉
村
に
居
住
し
て
い
た
が
、
一
九
三
九
年
版
の
音
楽
年
鑑
で
は
住
所
が
渋

谷
区
に
変
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
間
に
東
京
に
転
居
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一

柳
信
二
は
、
音
楽
家
だ
け
で
は
な
く
詩
人
と
し
て
著
作
も
残
し
て
お
り
、

図３　トリオアーベントのプログラム


